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研修の内容

３

カテゴリー No 科目・研修名 時間数集合 通信 巡回 実地 科目・研修概要

屋内外における通常業務 500 500
屋外業務・・・自然体験プログラムを実施するための施設の整備・営繕等
屋内業務・・・業務関係書類の整理、情報の収集・整理等

野外救急法及び野外における安全管 3 3 プログラムの事故や疾病に対応するための野外救急法について、基礎的な理論と技能を学ぶ。

プログラム・エコツアーの実地研修 110 110 受け入れ先が開催する自然体験プログラムやエコツアーに（補助）スタッフとして同行し、現場での具体的業務を学ぶ。

プログラム・エコツアーの評価と修正 10 10 実施した自然体験プログラムやエコツアーについて、事後評価及び次回への修正を実務として行う。

2 エコインストラクターの役割 3 3 エコインストラクターがもつ社会的役割や現場や地域における総合的な役割について理解する。

3 伝える技術 8 5 3 インタープリテーションの基礎的な理論を学習した上で、実際に人に伝える際の具体的な手法や表現方法について実践的に学ぶ。

4 ホスピタリティの実践 3 3 参加者に満足してもらえるためのノウハウ、心がけについて学ぶ。

5 体験プログラムの実際 3 3 受け入れ先が開催する自然体験プログラムやエコツアーの構成等について体系的に学ぶ

6 リスクマネジメント 5 2 3
プログラム中に想定されるリスクとその回避策、また起こった事故へ対処するための考え方や具体的手法について、保険の基礎知識とと
もに学ぶ。

7 関連法規の基礎 3 3 自然公園法や自然環境保全法、旅行業法や道路運送法など、事業を進める上での関連法規について学ぶ。

8 自然環境概論 3 3 日本の自然環境の特徴、資源としての可能性について学ぶ

9 資源管理の考え方と仕組み 3 3 資源管理の考え方と実効性のある仕組み（ガイドラインの設定、モニタリング等）について先進事例を交えて学ぶ。

10 観光関連産業の仕組み 3 3 地域における旅行会社や観光協会、運輸業界、宿泊・飲食施設、土産販売店などの関係性を学ぶ。

11 旅行会社業務の理解 5 2 3 旅行会社の業務（商品造成、販売等）について、総合的に理解する。

12 観光協会業務の理解 3 3 観光協会の仕事や地域における役割を学ぶ。

13 農山漁村における体験型観光 3 3 事例をもとに、農山漁村における資源を活用しながら体験型観光を推進する仕組みを学ぶ。

14 地域プロデュースの方法 4 1 3 地域の魅力を掘り起こし、活力ある地域づくりに活かすための基礎的方法を学ぶ。

15 事業企画・運営の実際 3 3 事業運営計画の作成や活動のための組織づくり等、事業の継続的運営の基礎となるノウハウを学ぶ。

16 広報活動の基礎 3 3 消費者に対し効果的にＰＲするための広報活動について、その理論と具体的方法について学ぶ

17 社会企業論 5 2 3 持続的発展や社会貢献に直接関わる企業のあり方について学ぶ。

活動理念 18 エコツーリズム概論・自然体験活動概 5 2 3
エコツーリズム及び自然体験活動の基本概念や効果、あるべき姿について、国内外での発展の歴史や各地の具体事例等を通じて幅広く
学ぶ。

時間数合計 698 14 51 10 623 ※研修の時間算出方法…1日8時間×週5日×18週＝計720時間（目安）

※通信教育は各科目３時間に換算

資源管理

事業運営
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1業務の理解

技術・知識

事業における安全
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